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［Abstract］
　the Athletic Training Room （AT-Room） provides athletic training service to the student athletes at the 
faculty of sports and health studies, Hosei university. The aim of this study was to report clinical activity from 
2018 to 2019. The AT-Room users were 269 in 2018 and 188 in 2019. The number has decreased this study 
compared to the previous study. The possible causes a were that the start time of the AT-Room was later than 
last year, and the number of re-use users was decreasing. Exercise therapy was the most common intervention 
in both 2018 and 2019. Teachers who are also orthopedic surgeons have enhanced the guidance of student 
trainers.




2009 年度に開設してから、2019 年度で 11 年目を
迎えた。本学部におけるスポーツ医学的支援シス
テム 1）として 2011 年より始まったスポーツ健康
学部クリニック 1）とAthletic Training Room2）（以下、
































　本研究の目的は 2018 および 2019 年度の AT- 
Room 活動を振り返り、これまでの活動との検討


















　2018 年度、2019 年度ともに、4 月から 12 月ま
での授業期間中とした。開設日は両年度とも月曜
日と木曜日の週 2 回とした。開設時間は授業開始






　運営自体は JSPO-AT 資格を持つ教員 2 名および
日体協 AT 資格を持つ本学大学院生 2 名がティー
チングアシスタント（以下、TA）として指導を行
う体制とした。2018年度は本学部の 3年生 19名が、





























　2018 年度の開設日数は、春学期（4 月～ 7 月）
は 28 日、秋学期（9 月～ 12 月）は 27 日の計 55
日であった。2019 年度の開設日数は、春学期（4
月～ 7 月）は 28 日、秋学期（9 月～ 12 月）は 28
日の計 56 日であった。
　2018 年度の利用者数は初利用者が 73 名、総利
用者は 269 名であった（図 1）。1 日あたりの平均
利用者数は 4.9 名であった。2019 年度の利用者数
－ 14 －
は初利用者が 89 名、総利用者は 188 名であった（図
1）。1 日あたりの平均利用者数は 3.4 名であった。




順に 1 年生 104 名（39％）、2 年生 70 名（26％）、
3 年生 36 名（13％）、4 年生 26 名（10％）と続い
た（図 2）。男女別利用者数は、男性 204 名（76％）、
女性 65 名（24％）であった（図 3）。
　2019 年度の利用者数の内訳は、学年別では多い
順に 2 年生 68 名（36％）、3 年生 56 名（30％）、1
年生 31 名（16％）、4 年生 20 名（11％）と続いた（図
4）。男女別利用者は、男性 152 名（81％）、女性
36 名（19％）であった（図 5）。

















































図 1． AT-Room 利用者数
AT-Room 開設年の 2011 年度からの推移を示した。
図 2． 2018 年度の学年別 AT-Room 利用者割合
図 4． 2019 年度の学年別 AT-Room 利用者割合
図 5． 2019 年度の男女別 AT-Room 利用者割合
図 3． 2018 年度の男女別 AT-Room 利用者割合






ティング 22 名（8％）、馬術 19 名（7％）、バスケッ
トボール 16 名（6％）、ラグビー 12 名（4％）、テ






15 名（8％）、陸上競技 13 名（7％）、テニス 13 名









名（30％）、腰殿部 46 名（16％）、大腿 33 名（11％）、
足関節 32 名（11％）、肩関節 26 名（9％）、下腿
17 名（6％）、股関節 13 名（5％）、足部 10 名（3％）、
手関節・手部 10 名（3％）と続いた（図 8）。
　2019 年度の利用者の人数は多い順に肩関節 31
名（27％）、下腿 31 名（27％）、腰殿部 30 名（26％）、
足関節 26 名（22％）、膝関節 25 名（22％）、大腿
23 名（20％）、足部 14 名（12％）、手関節・手部
















































































図 6． 2018 年度の競技別 AT-Room 利用者数






219 名（30％）、ストレッチング 117 名（16％）、マッ
サージ 108 名（15％）、寒冷療法 61 名（8％）、超
















































































































図 9． 2019 年度の部位別 AT-Room 利用者数
図 10． 2018 年度の介入内容別 AT-Room 利用者数
図 8． 2018 年度の部位別 AT-Room 利用者数
－ 17 －－ 16 －
置による評価（以下エコー評価）24 名（3％）、鍼
治療 15 名（2％）、その他であった（図 10、11）。
　2019 年度の利用者の人数は多い順に運動療法
132 名（28％）、マッサージ 64 名（14％）、ストレッ
チング 63 名（13％）、超音波 49 名（10％）、温熱
療法 49 名（10％）、テーピング 25 名（5％）、寒冷
療法 22 名（5％）、微弱電流 19 名（4％）、エコー
























































スキンストレッチ 2% EMS 0% 中周波 0%
図 12． 2019 年度の介入内容別 AT-Room 利用者数














微弱電流 1% BIODEX 1% 中周波 0%
図 11． 2018 年度の介入内容別 AT-Room 利用者割合
－ 18 －
3.5　鍼治療
　2018 年度に鍼治療を受けた者は 16 名であった。
主訴部位は腰殿部 6 名（38％）、大腿 4 名（25％）、
股関節 2 名（13％）、頚部 2 名（13％）、その他であっ
た（図 14）。
　2019 年度に鍼治療を受けた者は 22 名であった。
主訴部位は腰殿部 8 名（36％）、下腿 4 名（18％）、
膝関節 3 名（14％）、大腿 2 名（9％）、肩関節 2 名
（9％）、手関節 2 名（9％）であった（図 15）。
4. 考察
4.1　AT-Room 利用者全体について
　2018 年度と 2019 年度の AT-Room の利用者を集
計した。図 1 の過去の総利用者状況からみると、
2018 年度と 2019 年度ともに利用者数は前報の過
去 2 年と比べて減少した。この結果には 2 点要因
があると考えている。1点目は2018年度から始まっ
た 100 分授業の影響である。1 時限が 90 分から
100 分授業になり授業回数も半期 15 回から 14 回
になり開設日数も年間で 4 回分減少した。さらに
2017 年度までは AT-Room の開設時間は 17:00 から
20:00 までであったが、2018 年度からは 5 限の授
業時間が 17:25 〜 19:05 になった影響で、AT-Room
の開設時間自体も 17:25 〜 20:25 までとなった。25
分間開設時間が後ろ倒しになった影響は 2018 年度







2017 年度から Teaching Assistant（TA）として加


















































図 14． 2018 年度の鍼治療部位別 AT-Room 利用者数
図 15． 2019 年度の鍼治療部位別 AT-Room 利用者数





























最も多かった膝関節（25 名）は初利用者 13 名対
して再利用者が 12 名と初利用者と再利用者比率が

















　鍼治療に関しては、2018 年度の総数は 16 名、
2019 年度の総数は 22 名であった（図 14、15）。前













































































　2018 年度と 2019 年度の AT-Room 活動を報告し
た。AT-Room の 利 用 者 は 2018 年 度 は 269 名、
2019 年度は 188 名であり、前回の報告よりも減少
した。この要因には開始時間が遅くなったことと、
再利用者の減少が大きいと考えられる。部位別に
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